
項目名 ＡＦＰ-Ｌ３分画
変更理由 　ＬＢＡ法（Liquid-phase Binding Assay）を原理とした全自動分析装置を導入すること

により、高精度かつ迅速に分画測定し、信頼性の高い検査データが得られるように
なります。
なお、新旧二法の相関は良好で基準値等の変更はございません。

新旧二法の相関図

■　参考文献
なし

項目名　β2-マイクログロブリン
変更理由 従来試薬より高性能な測定試薬に変更させていただきます。

この変更に伴い、基準範囲、報告範囲を変更させていただきます。
外注のため入れない

新旧二法の相関図

■　参考文献
河合 忠,金 衡仁 : 最新医学,31 : 354-363, 1976.

検査内容変更一覧
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コード
(統一コード) 検査項目名 変更箇所 備　　考 注

6420 プロトロンビン（%） 報告下限 10%以下 5%以下 検査内容の見直し 注3
（2B030)
6425 フィブリノーゲン 報告下限 50mg/dL以下 10mg/dL以下 検査内容の見直し 注3
（2B100) 報告上限 800mg/dL以上 900mg/dL以上
6430 活性部分トロンボプラスチン時間 報告下限 25.0秒未満 設定なし 検査内容の見直し 注3
（2B020) （ＡＰＴＴ） 報告上限 200.0秒以上 300.0秒以上

新 旧

受託中止項目一覧
●中止項目一覧(代替項目なし)

コード
(統一コード) 検査項目名 中止理由 注

56012

57062

注4

注4

スルベニシリン（ＳＢＰＣ） 薬価収載から削除されたため

テリスロマイシン（ＴＥＬ） 原末の入手困難のため


